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上島の歴史、島おこし協力隊活動報告

上島学の展望

自分ができることで地域や人の役に立つことを

岩城島の岩城八幡神社が鎮座してい
る海にせり出した亀山と呼ばれる丘陵
には、かつて中世の城郭である亀山城
がありました。丘陵南端の海岸部には
複数の人工的に開けられた柱穴である
岩礁ピットが見られます。このことに
ついて、大変興味深い記録が、長崎出
島のオランダ商館の医師であったドイ
ツ人博物学者のエンゲルベルト・ケン
ペルによって残されています。ケンペ
ルの『日本誌』には、元禄４年（1691年）
に岩城島沖を通過した際に、亀山の丘
陵上に寺社、岸辺には二つの門（鳥居）
があったことが記されています。岩礁
ピットの多くは、中世水軍関連の繋船
施設の柱穴と考えられます。一方、岩
礁ピットの中には、形状や大きさ、ケ
ンペルの記録等から、鳥居用と推測さ
れる柱穴もあります。

19世紀になると、ドイツ人のフィ
リップ・フランツ・フォン・シーボル

トは、紀行文『江戸参府紀行』の中で
多島海である瀬戸内海の自然景観や人
文景観を詳細に記述し、その多彩な景
観を賞賛しました。それは、海外のみ
ならず、多くの日本人の瀬戸内海の見
方に多大なる影響を与えました。

21世紀となった現在、瀬戸内海には
多くの人々が訪れ、かつてのケンペル
やシーボルトのようにそこで得た多く
の情報を発信しています。瀬戸内海の
島々に住む人々が推進する地域学がそ
れらの情報と上手く呼応すれば、地域
学は新たな段階へ前進することでしょ
う。

これまで「ふるさと上島学への招待」
と題して、拙い記事を連載してきまし
た。これがきっかけで上島学が緒に就
くこととなったのであれば、私にとっ
てこれ以上の喜びはありません。

（おわり）

今年もさくら祭りの季節がやってきま
したね。今年は暖冬だったせいか、花粉
の飛散量が例年の４倍とか…。花粉症の
大西はくしゃみばかりしています。

先月は上島町の一大イベント、ゆめし
ま海道いきなマラソンが開催されまし
た。第30回の記念大会ということで、過
去最高の約1,400人のランナーが駆け抜
けていきました。これだけの規模のイベ
ントになると、運営に関わるスタッフの
数もかなり多くなります。週末が来るた
びに何かの行事があり、皆さん何かとお
忙しいはず。そんな中、これほどたくさ
んの方々がボランティアで協力してくだ
さる。行事のたびに感じることですが、
地域の皆さまのマンパワーには本当に頭
が下がります。

私たち島おこし協力隊員は、役場に籍

を置く嘱託職員です。一年ごとに更新が
あり、任期は最大でも三年という期限が
あります。私は来年の９月で任期満了と
なります。その後どうするか、何をする
かはすべて自分次第です。今現在の私は、
教育委員会にお世話になりながら、役場
の他の課の事業や地域団体の活動にも関
わらせていただいておりますが、特に大
きな仕事を持っているわけではありませ
ん。私のポリシーは「自分ができること
で地域や周りの人の役に立つことをす
る」なので、町内のいろいろな場所・場
面で出没します。中にはこの人は何をし
ている人なんだろうと不思議に思われて
いる方もいるかもしれません。これから
もそんなスタイルで活動していきますの
で見かけた時は「今日は何しているの？」
と気軽に声をかけてみてください。

ゆめしま海道いきなマラ
ソンスタート直前

弓削島の石灰山から西の
島々を望む（昭和30年
代後半）
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宇宙一日出前授業を受講
２月１日（水）、本校でJAXA

宇宙教育センターより講師の先
生をお招きして、１・２年生対
象に講演をしていただきまし
た。前日に屋上で見た国際宇宙
ステーション（ISS）や、ISSか
ら見える地球の様子、太陽系の
様々な惑星などについて話をし
ていただき、壮大な宇宙を普段
より身近に感じることができま
した。

耐久レースで力走
２月10日（金）に耐久レースが

行われました。
男子は１年生の冨田貴久さん

が歴代９位のタイムで１位でし
た。女子は１年生の松浦華さん
が歴代７位のタイムで１位でし
た。冨田さんは「兄の記録を必
ず抜きたい」と、松浦さんは「練
習した結果が出てよかった。」
と話していました。沿道でたく
さんの方から応援をいただき
ました。ありがとうございまし
た！！

 
 

地域活性化フェスタに参加
２月14日（火）、愛媛県生涯学

習センターで行われました「地
域活性化フェスタ」及び「えひ
めプロフェッショナルハイス
クールコンソーシアム」に弓削
高校から２名が参加しました。
参加した村田洋輔さんは、「上
島町を活性化するためには、ま
ず僕たちが上島町を知る必要が
あると思います。色々な取組で
学びたい。」と話していました。

本校のクラブ活動が
愛媛県体育協会表彰を受賞

２月９日（木）、愛媛県松山市
の国際ホテル松山において、平
成28年度公益財団法人愛媛県体
育協会表彰式が行われました。

本校からは、情報工学科５年
白川友理さん（陸上競技部）が、
第51回全国高等専門学校体育大
会女子800m競技において、全
国優勝したことが評価され「優
秀スポーツ選手賞（全国大会部
門）〈個人〉」を受賞しました。

また、ラグビーフットボール
部が四国地区高等専門学校体育
大会ラグビーフットボール競技
において、連続優勝を果たして
いることが評価され「優秀ス
ポーツ選手賞（連続優勝部門）

〈団体〉」を受賞しました。

公開講座を通して地域と繋がる
本校では、学習機会を広く地

域社会に提供することを目的と
して、公開講座を年間約20講座
実施しており、町内外を問わず
幅広い年齢層の方にご参加いた
だいております。

中でも、陸上教室等のスポー
ツを扱った講座は小中学生に大

変人気の講座で、あらゆるス
ポーツに共通する基本動作から
各スポーツの専門領域に至るま
で丁寧に教わることができま
す。

ほかにも、実験やものづくり
など多様な講座を企画しており
ますので、お気軽にご参加くだ
さい。

弓削高等学校　http://ehm-yuge-h.esnet.ed.jp/

弓削商船高等専門学校　http://www.yuge.ac.jp/
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